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持続可能な開発⽬標（SDGs）



SDGsがつくられたプロセス

1992年
国連環境開発会議︓地球サミット（ブラジル・リオ）

2000年
国連ミレニアムサミット
ミレニアム開発⽬標
（MDGs）スタート

2012年 国連持続可能な開発会議
SDGs策定スタート

2015年 SDGs採択



MDGsとは

1. 極度の貧困と飢餓の撲滅
2. 普遍的初等教育の達成
3. ジェンダーの平等と推進と⼥性の地位向上
4. 乳幼児死亡率の削減
5. 妊産婦の健康の改善
6. HIV/エイズ、マラリア、その他の疾病の蔓延防⽌
7. 環境の持続可能性の確保
8. 開発のためのグローバル・パートナーシップの推進

※アイコン・(特活)ほっとけない 世界のまずしさ 作成



MDGsが達成したこと
（1990年→2015年）

• 極度の貧困層︓19,26億⼈→8,36億⼈
• 5歳児未満児の死亡率1000⼈当たり︓90⼈→43⼈
• 若者（15歳〜24歳）の識字率︓83％→91%
• 安全な飲料⽔を得られない⼈︓12億⼈→6億⼈
• 電⼒を利⽤できない⼈︓20億⼈→11億⼈
• 栄養不良⼈⼝︓10,11億⼈→7,95億⼈
※世界⼈⼝は53億⼈→73億⼈に増加

外務省HP ミレニアム開発⽬標（MDGs）
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/doukou/mdgs.html



MDGsの積み残した課題

男⼥間の不平等 最貧困層と最富裕層、
都市部と農村部の格差

気候変動と環境悪化 紛争の脅威

基本的サービスにアクセ
スできない数百万⼈

先進国から途上国への「⽀援」だけ
では解決しないこと

地球環境の変化という不可抗⼒

先進国の課題が表層化



COVID-19が象徴していること

⾃然への侵略

•⼈間活動の拡⼤

•⽣態系への影響

グローバル化

•経済活動の拡⼤

•移動の拡⼤



SDGsができた理由

地球の限界 ⼈権の危機



持続可能な開発のための2030アジェンダ

我々の世界を変⾰する：
持続可能な開発のための
２０３０アジェンダ

前⽂

宣⾔

SDGsとターゲット

実施⼿段とグローバ
ルパートナーシップ

フォローアップと
レビュー

5つのP

誰⼀⼈取り残さない



宣⾔より抜粋

•我々は、貧困を終わらせることに成功す
る最初の世代になり得る。

•同時に、地球を救う機会を持つ、最後の
世代になるかもしれない。



SDGsのポイント

1．普遍性︓先進国を含め、全ての国が⾏動
2．包摂性︓誰⼀⼈取り残さない
3．参画性︓全てのステークホルダーが役割を
4．統合性︓経済・社会・環境に統合的に取り組む
5．透明性︓定期的にフォローアップ





【静岡県内14市】
御殿場市
浜松市
静岡市
牧之原市
富⼠宮市
御前崎市
藤枝市
焼津市
伊⾖の国市
島⽥市
富⼠市
磐⽥市
湖⻄市
裾野市



令和３年6⽉9⽇ 第3回国地⽅脱炭素実現会議にて「地域脱炭素ロードマップ」が決定
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/datsutanso/pdf/20210609_chiiki_roadmap.pdf









ESD地域意⾒交換会in静岡

「ESD for 2030」・第２期国内実施計画
新学習指導要領のスタート



ESDとは︖

地球規模の課題を⾃分事として捉え、
その解決に向けて⾃ら⾏動を起こす⼒を
⾝に付けるための教育です。

ESD（Education for Sustainable Development）

持続可能な開発のための教育

「持続可能な開発のための教育(ESD) 推進の⼿引」より
⽂部科学省国際統括官付/⽇本ユネスコ国内委員会



環 境
開 発

⼈権・ジェンダー

平 和多⽂化共⽣

○○

福 祉 国 際

○○教育の接点＝ESD



ESD推進の経緯
2000 2010 2020 2030

GAP

Education for Sustainable Development

Sustainable Development Goals

ESD
SDGs

1990

国連ミレニアム開発⽬標︓
MDGs 国連持続可能な開発⽬標︓

SDGs

「ESDの10年」
・気候変動枠組条約
・⽣物多様性条約
・砂漠化対処条約

途上国対象

全世界を対象

リオ リオ＋20ヨハネス ポストGAP

ESD for 2030
2015〜2019年2005〜2014年





環境省環境教育推進室
作成資料



⽂科省リーフレット



学習指導要領の改訂
■ 前⽂（幼・⼩・中）

これからの学校（幼稚園）には、・・・⼀⼈⼀⼈の⽣徒（幼児・児童）
が、・・・⾃分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある
存在として尊重し、多様な⼈々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、
豊かな⼈⽣を切り拓き、持続可能な社会の創り⼿となることができるようにす
る・・・ことが求められる。このために必要な教育の在り⽅を具体化するのが、
各学校（幼稚園）において教育の内容等を組織的かつ計画的に組み⽴てた教育
課程である。

平成29年3⽉31⽇公⽰ 新学習指導要領

この考え⽅は、
ESDそのものです



ESD地域意⾒交換会in静岡

ESD活動⽀援センターについて



・環境省の出先機関である地⽅環境事務所の管轄区域（計８ブロック）ごとに、
官⺠協働による「地⽅環境パートナーシップオフィス（地⽅ＥＰＯ）」を運営
（環境教育等促進法第１９条第１項に基づく拠点として位置づけ）。
・中間⽀援組織として、環境NPOの基盤強化⽀援のほか、地域の環境課題に応
じて、多様な主体が対等な⽴場で相互に協⼒して課題解決に取り組むよう、コ
ミュニケーションの場づくり等を⾏っている。

エポ ジオック

ＥＰＯ/ＧＥＯＣ



環境教育等促進法について（概要）

家庭、学校、職場、地域等におけ
る質の⾼い環境教育の実施

●環境教育等⽀援団体の指定
●⼈材認定等事業の登録

(指導者育成、教材開発・提供)
●体験の機会の場の認定

●⺠間団体の公共サービスの参⼊機会の増⼤
●政策形成への⺠意の反映
●拠点機能の整備
●協働取組推進のための協定/申出制度の導⼊

●財政上の措置等
●情報の積極的公表等
●⺠間の⾃⽴性への配慮
●⾏動計画・施策策定
●環境教育等推進会議 等

⾏政の取組み

協働取組

環境⾏政への⺠間団体の参加

持続可能な社会の構築

環境問題解決に向けた
各主体の意識向上

適切な役割分担に基づく
協働体制の構築

環境教育の充実



環境教育とは
• 持続可能な社会 の構築を⽬指して、

• 家庭、学校、職場、地域その他あらゆる場において、

• 環境と社会、経済及び⽂化とのつながり

• その他環境の保全についての理解を深めるために⾏
われる環境の保全に関する教育及び学習をいう

環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律第2条の３



地⽅ESD活動⽀援センター





関東地⽅ESD活動⽀援センター
名 称︓関東地⽅ESD活動⽀援センター
略 称︓関東ESDセンター
英語名︓ESD Resource Center of Kanto, Japan
開設⽇︓平成29年7⽉3⽇（⽉）

【関東ESDセンターの役割】
① ESD活動を⽀援する情報共有機能
② 現場のニーズを反映したESD活動の⽀援機能
③ ESD活動のネットワークの形成機能
④ ⼈材育成機能



http://kanto.esdcenter.jp/
① ESD活動を⽀援する情報共有機能

Facebookでも、
⽇々の活動など情
報発信中︕いい
ね︕をお願いしま
す。

毎⽉第1⽊曜⽇にメールマガジン
を発⾏しています。
関東地⽅のESDに関するイベン
ト、セミナー、補助⾦・助成⾦
募集などの情報を集めてお送り
しています。ESDにご関⼼のあ
る⽅は、是⾮ご利⽤下さい。

ホームページでは、関東地域で開催されるESD/SDGs関連の情報
を中⼼に、各地で開催された⾏事を取材したレポートや、当セ
ンター主催の勉強会、ESDに関する地域の活動拠点などについ
て、情報提供をしています。



【イベント・レポート】【イベント・ニュース】



本企画は、SDGsに興味のある⽣徒を集め、協働し
ての実践・発表の場を設けるものです。SDGsに興味
があっても周囲に仲間がいない⽣徒や、関⼼があって
も学ぶ機会が与えられていない⽣徒に、積極的に
SDGsに関わる場所を提供していきます。

② 現場のニーズを反映したESD活動の⽀援機能



② 現場のニーズを反映したESD活動の⽀援機能

⽇時 令和3年8⽉25⽇（⽔）14:00〜16:30
場所 オンライン
対象 教員、教育委員会の⽅（主に、中⾼）
参加費等 無料
主催 関東地⽅ESD活動⽀援センター
協⼒ （⼀社）ESD TOKYO



地域ESD活動推進拠点（地域ESD拠点）登録制度

学校現場・社会教育の現場では、さまざまな主体が地域
や社会の課題解決に関する学びや活動に取り組んでいま
す。
そうした現場のESDを⽀援・推進する役割を担う組織・
団体を「ESD推進ネットワーク」における「地域ESD活
動推進拠点」（地域ESD拠点）として登録することがで
きます。

③ ESD活動のネットワークの形成機能



関東地⽅の地域ESD拠点
【茨城県】認定NPO法⼈ 茨城NPOセンター・コモンズ/キヤノンエコテクノパーク
【栃⽊県】（特⾮）エコロジーオンライン/（特⾮）栃⽊県環境カウンセラー協会
【群⾺県】チャウス⾃然体験学校（（特⾮）チャウス) /きりゅう市⺠活動推進ネットワーク

サンデンフォレスト（サンデンファシリティ(株)）
藤岡市ボランティアネットワークセンター ウィズ

【埼⽟県】筑波⼤学附属坂⼾⾼等学校
【千葉県】 （特⾮）環境パートナーシップちば
【東京都】（⼀社）新宿ユネスコ協会/成蹊学園サステナビリティ教育研究センター

⽴教⼤学ESD研究所/多摩⼤学アクティブ・ラーニング⽀援センター
（特⾮）新宿環境活動ネット/聖⼼⼥⼦⼤学グローバル共⽣研究所/晃華学園中学校⾼等学校
（⼀社）ESD TOKYO /（特⾮）持続可能な社会をつくる元気ネット/（特⾮）渋⾕川ルネッサンス

【神奈川県】認定NPO法⼈アクト川崎/ （特⾮）横浜市⺠アクト
【新潟県】学校法⼈⽇本⾃然環境専⾨学校/ （公財）⿎童⽂化財団/新潟市⽔族館マリンピア⽇本海

（⼀社）あがのがわ環境学舎/（⼀社）新潟市ユネスコ協会/フォッサマグナミュージアム
かわさき環境教育学習プロジェクト

【⼭梨県】（公財）キープ協会
【静岡県】（特⾮）アースライフネットワーク/伊⾖半島ジオパーク推進協議会・教育部会

（⼀社）⾃然エネルギー推進機構 /(公財）ふじのくに未来財団/VISIONARY INSTITUTE 

【11⽉現在】全国︓151件・内関東︓35件



ESD for 2030学び合いプロジェクト
関東のスケジュール

「⾃然体験を通じて、⽣活に関わるSDGsを学ぶ」



ESD for 2030学び合いプロジェクト

実践フィールド（群⾺県桐⽣市）
チャウス⾃然体験学校の畑

体験プログラム実施
畑での収穫・コンポストなどの体験など
・対象︓親⼦（⼩学校低学年+親）
・時期︓令和3年11⽉21⽇（⽇）

⽬標︓
⽣ごみ排出削減

⽬標を達成するためには、
どのようなプログラムを実施
すれば良いのかを考えます。

・オンライン研究会



③ ESD活動のネットワークの形成機能

地域セミナーin静岡
⽇時︓令和３年11⽉28⽇
会場︓⼤⽥区伊⾖⾼原学園

地域ESD拠点研修会
⽇時︓令和３年２⽉25⽇

︓オンライン開催

写真はR元年度の
模様



関東ESD推進ネットワーク 第４回 地域フォーラム

③ESD活動のネットワークの形成機能

【開催概要】
・⽇時︓令和３年1⽉24⽇（⽇）13:00〜17:00
・場所︓オンライン（Zoom）
・対象︓SDGs、ESDにご関⼼のある⾏政、NPO、学⽣
（⼩中⾼⼤）、企業の⽅など
・参加者︓70名



④ ⼈材育成機能

「企業・事業者がＳＤＧｓに取り組む
意義と⽅法」審査員⼒量向上研修会

令和２年11⽉12⽇（⽊）
エコアクション２１地域事務局
東京中央

「SDGs⼊⾨〜知っておきたい
私とSDGsのつながり〜」
令和２年11⽉10⽇（⽕）
こくぶんじ市⺠活動センター・
活動団体向け講座

富⼠宮市職員向け
「ＳＤＧｓ推進研修」
令和３年1⽉８⽇（⾦）
富⼠宮市役所・オンライン



① 静岡県内５つの地域ESD拠点の
取り組み、活動を学び合う

②地域でESD/SDGsを推進するには
どうすれば良いかを考える!

③今後すべきこと、やっていきたいことを
検討する

本⽇の⽬的


